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「
一
人
ひ
と
り
の
得
意
技
を
み
つ
け
て

　
　
　
伸
ば
し
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
」
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商
家
の
屋
号
が
な
ら
ぶ

　
市
立
博
物
館
の
12
月
の
休
館
日

は
２
日
、９
日
、
16
日
、
24
日
、
29
日

～
１
月
３
日
の
年
末
年
始
で
す
。

那

古

の

芝

堂
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平成14 年11 月１日号 No.638

▲屋号のお墓がならぶ那古の芝堂

▲今も地域の子どもたちを指導する石井さん

特集

市職員の給与・定員
　　　　管理を公表
国民年金が老後を
　　　支えています

「
今
回
の
受
賞
は
、
身
に
余
る
光

栄
で
す
。
地
味
で
も
、
長
年
続
け

る
こ
と
が
、
人
間
と
し
て
大
切
な

こ
と
な
ん
で
す
ね
。

　
中
学
か
ら
剣
道
を
は
じ
め
、
教

員
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
25
年
に

房
南
中
に
赴
任
し
、
昭
和
30
年
か

ら
、
剣
道
の
指
導
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
当
時
は
竹
の
先
に
タ
ン
ポ

を
つ
け
た
り
、
防
具
の
寄
付
を
う

け
た
り
し
な
が
ら
の
竹
刀
競
技
で

し
た
。
地
域
の
人
た
ち
や
仲
間
が

よ
く
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
か
ら
地
域
の
剣
道
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
子
ど
も
が

伸
び
て
い
く
姿
を
見
る
の
は
楽
し

い
で
す
。
剣
道
は
、
す
ぐ
に
は
強

く
な
ら
な
い
で
す
よ
。
雨
の
日
も

風
の
日
も
休
ま
ず
練
習
し
て
、
何

度
も
打
た
れ
、
歯
を
く
い
し
ば
っ

て
強
く
な
っ
て
い
く
ん
で
す
。
そ

う
い
う
地
道
な
姿
が
す
ば
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
稽
古
は
き
び
し
く
、
終
わ
っ
た

ら
良
さ
を
ほ
め
る
よ
う
に
心
が
け

て
き
ま
し
た
。
や
は
り
一
人
ひ
と

り
良
さ
が
違
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

に
あ
っ
た
得
意
技
を
み
つ
け
て
、

励
ま
し
、
伸
ば
し
て
あ
げ
た
い
で

す
ね
」

　
先
月
11
日
に
、
霞
ヶ
関
東
京
會

舘
で
、
体
育
功
労
者
と
し
て
、
文

部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
。
昭
和

43
年
４
月
に
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本
部
結
成
以
来
、
本
部
委
員
、
副

本
部
長
を
16
年
務
め
る
。
県
剣
道

連
盟
理
事
、
市
体
育
協
会
理
事
、

館
山
剣
道
連
盟
副
会
長
、
県
高
齢

剣
友
会
理
事
長
を
10
年
歴
任
。
剣

道
の
指
導
で
長
年
の
活
動
が
認
め

ら
れ
て
の
受
賞
。

　
現
在
、
県
高
齢
剣
友
会
副
会

長
。
剣
道
教
士
７
段
の
78
歳
。
自

ら
の
健
康
づ
く
り
も
か
ね
て
、
今

も
週
に
一
度
、
地
区
の
剣
道
指
導

に
あ
た
っ
て
い
る
。

石
井
英
夫
さ
ん
（
市
内
相
浜
）

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

 

人
に
個
々
の
名
前
が
あ
る
よ
う

に
、
家
に
も
一
軒
一
軒
の
名
前
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
を
「
屋
号
」
と
い
っ

て
い
ま
す
。
昔
か
ら
の
地
域
社
会
を

残
す
と
こ
ろ
で
は
、
今
な
お
便
利
に

使
わ
れ
て
い
て
、
あ
る
地
区
で
は
、

か
つ
て
有
線
の
番
号
表
に
屋
号
が
添

え
ら
れ
た
ほ
ど
で
し
た
。

　
ひ
と
つ
の
集
落
に
は
、
先
祖
を
共

通
に
す
る
同
じ
苗
字
の
家
が
多
い
こ

と
か
ら
、
他
の
家
と
区
別
す
る
た
め

に
、
世
代
を
超
え
て
使
わ
れ
る
家
の

名
前
が
付
け
ら
れ
た
の
で
す
。

　
屋
号
の
付
け
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

お
こ

多
い
の
は
、
家
を
興
し
た
先
祖
の
名

前
や
、
世
襲
さ
れ
た
名
前
を
つ
け
る

よ

へ

い

　

こ

え

む

　

も
の
で
す
。
与
兵
衛
や
小
右
衛
門
・

　

き

ぜ

み

　

喜
左
衛
門
な
ど
が
そ
う
で
す
。

　
家
の
つ
な
が
り
を
表
現
し
た
の

い
ん
き
ょ

に

い

や

お

お

や

が
、
隠
居
・
新
屋
・
大
屋
。
屋
敷
の

お
も
て

き

ど

む
か
い

位
置
を
示
す
、
表
・
城
戸
・
向
・

み
や
わ
き

か

じ

や

宮
脇
。
職
業
を
示
す
鍛
冶
屋
・

か
ざ
り
や

い
し
ゃ
ど
ん

飾
屋
・
医
者
殿
な
ど
な
ど
。

　
こ
う
し
た
習
慣
が
、
商
家
の
店
名

で
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
何

屋
誰
兵
衛
と
い
う
屋
号
を
公
称
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
江
戸
の
ど
こ

で
も
見
か
け
る
も
の
に
「
伊
勢
屋
稲

荷
に
犬
の
糞
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、

江
戸
に
は
伊
勢
屋
の
屋
号
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
伊
勢
出
身
の

商
人
が
多
数
進
出
し
た
こ
と
と
、
奉

公
人
が
の
れ
ん
分
け
し
て
同
じ
屋
号

を
使
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　
商
家
の
屋
号
の
場
合
は
、
初
代
の

出
身
地
や
取
引
先
の
国
名
・

よ
ろ
ず

地
名
を
付
け
る
ケ
ー
ス
、
万

や屋
・
鶴
屋
な
ど
の
め
で
た
い

文
字
や
恵
比
寿
屋
な
ど
の
福

の
神
の
名
を
つ
け
て
縁
起
を

こ
う
じ
や

か
つ
ぐ
ケ
ー
ス
、
麹
屋
の
よ

う
に
職
業
を
付
け
る
ケ
ー

か
ね
ま
す
や

ス
、
十
文
字
屋
・
金
枡
屋
の
よ

う
に
紋
所
や
商
標
を
付
け
る

ケ
ー
ス
、
苗
字
に
屋
を
つ
け

と
う
ぎ
ょ
く
あ
ん

る
ケ
ー
ス
、
ま
た
東
玉
庵
・

た
い
せ
い
ど
う

き
ん
ぱ
ろ
う

大
盛
堂
・
金
波
楼
の
よ
う
に
屋
を
付

け
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
那
古
の
芝
堂
に
い
く
と
、

商
家
の
屋
号
を
刻
ん
だ
お
墓
が
た
く

さ
ん
建
っ
て
い
ま
す
。
那
古
は
那
古

寺
の
門
前
町
と
し
て
発
展
し
、
明

治
・
大
正
の
頃
に
は
汽
船
の
桟
橋
も

で
き
て
多
く
の
荷
物
が
集
散
し
、
商

店
が
並
ん
だ
繁
華
街
で
し
た
。
芝
堂

の
お
墓
は
そ
の
名
残
を
伝
え
て
い
る

も
の
で
、
40
種
類
近
く
屋
号
を
数
え

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
地
名
と
思
わ
れ
る
の
が
「
上
総

屋
・
伊
勢
屋
・
越
後
屋
・
相
模
屋
・

淡
路
屋
・
駿
河
屋
・
大
和
屋
・
紀
伊

国
屋
・
和
国
屋
・
鹿
島
屋
・
大
津

屋
・
大
坂
屋
・
吉
野
屋
・
龍
島

屋
」
、
職
業
が
「
鍋
屋
・
飴
屋
・
塩

き

ゃ

ら

や

屋
・
米
屋
・
伽
羅
屋
」
、
め
で
た
い

が

じ

き

す

賀
字
が
「
大
黒
屋
・
永
楽
屋
・
喜
寿

や

き

く

や

屋
・
喜
久
屋
」
、
紋
所
が
「
三
増

屋
・
丸
吉
屋
」
な
ど
で
、
そ
の
ほ
か

に
も
「
千
代
屋
・
芝
口
屋
・
丸
屋
・

菊
屋
・
佐
野
屋
・
山
本
屋
・
山
田

屋
・
宮
沢
屋
・
田
村
屋
・
酒
井
屋
・

小
嶋
屋
・
坂
本
屋
」
を
み
つ
け
ま
し

た
。

　
こ
う
し
た
屋
号
は
、
か
つ
て
の
那

古
の
町
を
復
元
す
る
手
が
か
り
と
し

て
、
歴
史
資
料
に
も
な
り
ま
す
。
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文 部 科 学 大 臣 表 彰 を

受賞した石井英夫さん市民
シ
リ
ー
ズ



　市職員の給与の概要と平成14年度から平成18年度までの５

年間で進めている「定員適正化計画」（平成13年度策定）によ

る市職員の定員管理の状況についてお知らせします。

　数値は平成14年4月1日現在のものです。

　問合せ／総務課人事係（殖22―3218）

　
地
方
公
務
員
の
給
与
は
、
地
方
公
務
員
法
に
よ
り
、
生
計
費

や
国
・
県
・
他
の
市
町
村
の
給
与
、
民
間
企
業
従
業
員
の
給
与

な
ど
を
考
慮
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
館
山
市
職
員
の
給
与

は
「
給
料
」
と
「
職
員
手
当
」
か
ら
な
り
ま
す
。

　
毎
月
決
ま
っ
て
支
給
さ
れ
る
給

料
の
他
に
、
実
績
に
応
じ
て
支
給

さ
れ
る
時
間
外
勤
務
手
当
や
臨
時

に
支
給
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
ボ
ー
ナ

ス
な
ど
の
手
当
が
あ
り
ま
す
。

　
給
料
／
職
務
の
種
類
や
内
容
に

応
じ
て
給
料
表
に
定
め
る
額
（
基
本

給
）

　
扶
養
手
当
／
扶
養
親
族
の
あ
る

職
員
に
支
給

　
調
整
手
当
／
地
域
給
に
相
当
す

る
手
当

　
住
居
手
当
／
借
家
な
ど
に
住
ん

で
家
賃
を
支
払
っ
て
い
る
職
員
、

ま
た
は
自
宅
に
住
ん
で
い
る
職
員

に
対
し
支
給

　
通
勤
手
当
／
電
車
、
バ
ス
、
乗
用

車
な
ど
で
通
勤
す
る
職
員
に
支
給

　
そ
の
他
／
管
理
職
手
当

　
時
間
外
勤
務
手
当
／
通
常
の
勤

務
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
と
き

に
支
給

　
特
殊
勤
務
手
当
／
著
し
く
危

険
、
不
快
、
不
健
康
、
困
難
そ
の

他
特
殊
な
勤
務
に
従
事
し
た
と
き

に
支
給

　
そ
の
他
／
夜
間
勤
務
手
当
や
宿

日
直
手
当
な
ど

　
期
末
・
勤
勉
手
当
／
民
間
企
業

の
ボ
ー
ナ
ス
に
相
当
す
る
手
当

　
退
職
手
当
／
職
員
が
退
職
す
る

と
き
に
支
給

２平成14年11月１日

　
平
成
13
年
度
普
通
会
計
に
占
め

る
人
件
費
の
状
況
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
実
質
収
支
（
純
剰
余
金

又
は
純
損
失
）
は
、
４
億
１
千
900

万
円
の
黒
字
で
し
た
。

人
件
費
の
状
況

給
与
の
内
容

市
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
を
公
表

市
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
を
公
表

定員の適正化を進めています

実
績
に
応
じ
て
支
給

臨
時
に
支
給

毎
月
決
ま
っ
て
支
給

 ▲市民課窓口

　
市
の
全
職
員
は
、
468
人
で
す
。

次
の
表
の
職
員
数
451
人
は
普
通
会

計
職
員
で
、
下
水
道
と
介
護
保
険

の
特
別
会
計
事
業
の
職
員
が
除
い

て
あ
り
ま
す
。

　
職
員
手
当
に
は
、
退
職
手
当
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
給
与
費
は

14
年
度
当
初
予
算
額
で
す
。

　
給
与
月
額
は
、
月
々
支
給
さ
れ

る
給
料
と
職
員
手
当
（
期
末
、
勤
勉

手
当
、
退
職
手
当
を
除
い
た
す
べ

て
の
手
当
）
の
合
計
で
す
。
教
育
職

は
、
幼
稚
園
教
諭
の
こ
と
で
す
。

　
学
校
卒
業
後
す
ぐ
に
採
用
さ
れ
た

人
の
初
任
給
と
、
引
き
続
き
２
年
勤

務
し
た
と
き
の
給
料
月
額
で
す
。

　
経
験
年
数
は
、
卒
業
後
す
ぐ
に

　
期
末
・
勤
勉
手
当
は
、
民
間
の

賞
与
な
ど
の
特
別
給
に
相
当
す
る

も
の
で
す
。

　
退
職
手
当
は
、
一
部
の
市
を
除

き
、
県
内
各
市
町
村
が
同
一
支
給

率
で
す
。

職

員

数

職
員
手
当

特
別
職
の
報
酬
等

　
給
与
条
例
に
基
づ
く
給
料
表
の

級
区
分
に
よ
る
職
員
数
で
す
。
技
能

労
務
、
委
員
会
、
税
務
、
看
護
保

健
、
医
療
技
術
、
企
業
、
保
育
各
職

員
は
含
み
ま
せ
ん
。
各
級
の
職
務
内

容
欄
は
、
各
級
の
主
な
職
名
で
す
。

３ だん暖たてやま

13年度
歳出総額

161億9,922万
5千円

人件費
　40億7,184万
　　　7千円
　　 （25.1％）

人件費以外
普通建設事業費など

人口51,733人（平成14.3.31現在）

　
平
成
12
年
度
の
人
件
費
の
割
合

は
26
・
１
％
で
し
た
。
人
件
費
に

は
特
別
職
に
支
給
す
る
給
料
、
報

酬
な
ど
を
含
ん
で
い
ま
す
。

（
注
＝
普
通
会
計
と
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
市
町
村
の
財
政
比
較
を
す
る

た
め
に
財
政
統
計
上
用
い
ら
れ
る

会
計
区
分
で
す
。
館
山
市
で
は
、

一
般
会
計
と
学
童
災
害
共
済
事
業

特
別
会
計
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま

す
）

経
験
年
数
別

学

歴

別

平
均
給
料

採
用
さ
れ
、
引
き
続
き
勤
務
し
て

い
る
採
用
後
の
年
数
。

　
採
用
前
の
民
間
歴
な
ど
あ
る
場

合
は
、
そ
の
期
間
を
換
算
し
採
用

後
の
年
数
に
加
え
た
年
数
で
す
。

（
　
）
内
は
、
市
職
員
と
し
て
の

在
職
年
数
。

昇
給
期
間
の
短
縮

一
般
行
政

職
の
級
別

職
員
の
初
任
給

　 

平
均
給
料
と
平
均
給
与

職
員
給
与
費
（
普
通
会
計
）



　
平
成
８
年
度
に
「
第
１
次
定
員
適

正
化
計
画
」（
平
成
９
年
度
か
ら
13

年
度
に
43
人
を
減
ら
す
計
画
）
を
策

定
し
、
組
織
機
構
の
簡
素
合
理

化
、
事
務
の
見
直
し
、
Ｏ
Ａ
化
の

推
進
、
民
間
へ
の
委
託
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成

10
年
度
ま
で
の
２
年
間
で
45
人
を

削
減
し
、
目
標
を
達
成
し
ま
し

た
。

　
一
般
行
政
部
門
で
は
、
職
員
数

の
削
減
が
今
後
も
必
要
な
こ
と
か

ら
「
第
２
次
定
員
適
正
化
計
画
」

（
平
成
11
年
度
か
ら
15
年
度
に
20

人
を
減
ら
す
計
画
）
を
平
成
10
年

度
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
経
済
振
興
施
策
な
ど
の
充
実
に

伴
い
、
増
員
さ
れ
る
部
門
も
あ
り

ま
し
た
が
、
組
織
と
事
務
事
業
の

見
直
し
、
職
員
一
人
当
た
り
の
事

務
量
増
、
新
採
用
職
員
の
抑
制
な

ど
に
よ
り
、
13
年
度
ま
で
に
16
人

を
削
減
し
ま
し
た
。

　
第
２
次
計
画
の
目
標
達
成
の
目

途
が
つ
い
た
こ
と
で
、
さ
ら
に
行

財
政
改
革
を
進
め
、
効
率
的
な
行

　
▼職員手当

４平成14年11月１日

政
運
営
の
確
立
を
図
る
た
め
「
第

３
次
定
員
適
正
化
計
画
」
を
昨
年

度
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
経
済
活
性
化
施
策
な
ど
の
充
実

を
図
り
つ
つ
、
組
織
と
事
務
事
業

の
見
直
し
、
職
員
の
能
力
開
発
に

よ
る
一
人
当
た
り
の
事
務
量
増
、

新
採
用
職
員
の
抑
制
な
ど
に
よ

り
、
今
年
度
か
ら
18
年
度
ま
で
の

５
年
間
で
、
さ
ら
に
26
人
の
削
減

を
め
ざ
し
ま
す
。

　
計
画
で
は
、
組
織
・
機
構
改
革

を
実
施
す
る
中
で
、
職
員
の
能
力

開
発
と
非
常
勤
職
員
の
活
用
、
民

間
委
託
を
進
め
、
職
員
数
の
削
減

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
適
正
配
置
、
事
務
の
効

率
化
を
は
じ
め
、
経
常
的
に
事
務

事
業
の
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、

公
務
効
率
の
向
上
に
努
め
、
地
方

分
権
の
進
展
に
伴
う
行
政
需
要
の

多
様
化
・
高
度
化
に
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

計
画
ス
タ
ー
ト
か
ら
61
人
を
減

さ
ら
に
５
年
間
で
26
人
減
を
目
標
に

第
３
次
計
画
ス
タ
ー
ト

５ だん暖たてやま
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場広の民市
　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
間
が
平

和
に
生
き
て
い
く
上
で
、
も
っ
と

も
大
切
な
権
利
を
守
る
た
め
、
人

権
思
想
の
啓
発
や
人
権
擁
護
の
た

め
の
救
済
な
ど
の
仕
事
を
し
ま
す
。

　
任
期
満
了
に
伴
い
池
田
勝
（
再

任
）
さ
ん
が
、
10
月
１
日
付
け
で

　
船
形
在
住
の
鈴
木
亀
吉
さ
ん

が
、
防
犯
功
労
者
表
彰
（
防
犯
栄

誉
銅
賞
）
を
受
賞
し
、
先
月
９

日
、
市
長
室
で
、
館
山
警
察
署
の

あ
き
ら

麻
生
洋
署
長
と
若
月
侃
生
活
安
全

課
長
が
同
席
し
て
、
辻
田
市
長
か

ら
賞
状
な
ど
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
、
昭
和
53
年
４
月

か
ら
平
成
８
年
３
月
ま
で
市
防
犯

指
導
員
を
つ
と
め
る
か
た
わ
ら
、

平
成
７
年
４
月
か
ら
は
市
防
犯
協

島田　牧子

鈴木　純也

池田　　勝

河野　幸子

武田金市郎

嶌中　隆司

青木　紀夫

兵藤　恭一

北条2137

北条1942-3

宮城1039

館山1324

下真倉697-3

船形871-4

北条1534

北条589-3

殖22―0724

殖22―3656

殖22―5001

殖23―5503

殖22―7763

殖27―4036

殖22―0118

殖22―4680

力
会
船
形
地
区
会
長
に
就
任
。
12

年
か
ら
市
防
犯
協
力
会
副
会
長
を

努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
月
２

回
の
夜
間
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
欠

か
さ
ず
、
「
犯
罪
の
な
い
、
明
る

く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
」
の
実
現

に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
特

に
、
今
年
２
月
の
不
審
火
発
生
時

に
は
、
地
元
駐
在
所
や
関
係
団
体

　
東
京
大
学
地
震
研
究

所
な
ど
で
は
、
房
総
半

島
の
深
部
地
下
構
造
を

明
ら
か
に
し
、
地
震
が

起
こ
っ
た
時
の
揺
れ
を

予
測
し
よ
う
と
、
房
総

半
島
縦
断
地
殻
構
造
探

査
を
先
月
か
ら
は
じ
め

ま
し
た
。

　
房
総
半
島
の
地
下
に

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ

レ
ー
ト
が
沈
み
込
み
、

関
東
大
震
災
や
元
禄
地

震
な
ど
の
大
地
震
を
起

こ
し
た
震
源
断
層
が
存

在
し
て
い
ま
す
。

と
と
も
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強

化
す
る
な
ど
、
事
件
の
早
期
解
決

に
向
け
て
尽
力
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
こ
う
し
た
長

年
に
わ
た
る
活
動
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
、
鈴
木
さ
ん
は
「
地
域
防

犯
の
こ
と
だ
か
ら
、
や
っ
て
当
た

り
前
と
い
う
気
持
ち
で
活
動
し
て

き
ま
し
た
。
一
人
暮
ら
し
や
空
き

家
が
増
え
る
な
ど
心
配
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
た
め

に
尽
く
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
探
査
で
は
、
活
断
層
や

地
震
を
起
こ
す
地
下
構
造
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
野
島
崎
沖
か
ら
茨

城
県
鹿
嶋
市
ま
で
の
165
噌
に
わ

た
っ
て
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
。
陸
上

で
は
、
バ
イ
ブ
ロ
サ
イ
ス
車
、
海

上
で
は
エ
ア
ガ
ン
を
使
い
、
人
工

的
な
振
動
を
地
下
に
投
射
し
、
反

射
し
て
く
る
波
を
ケ
ー
ブ
ル
に
設

置
し
た
地
震
計
で
と
ら
え
る
こ
と

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
市
内
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

現
在
８
人
で
、
表
の
と
お
り
で

す
。

　
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
相
談

は
、
各
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
、

千
葉
地
方
法
務
局
館
山
支
局
（
殖

22
―
０
６
２
０
）
ま
で
。

　
市
内
山
本
登
鞍
地
区
に
あ
る

「
鞍
懸
大
神
」
の
碑
が
、
新
た
に

建
立
さ
れ
ま
し
た
。
地
区
内
の
８

軒
、
土
地
提
供
者
や
協
賛
者
が
、

先
月
５
日
に
祭
典
を
行
い
、
地
区

内
の
平
安
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
今
か
ら
800
年
前
、
源
頼
朝
が

「
石
橋
山
の
合
戦
」
に
敗
れ
、
安

房
国
の
竜
島
に
逃
れ
た
後
、
山
本

の
山
道
（
里
道
）
に
立
ち
寄
り
馬
の

鞍
を
は
ず
し
て
、
そ
ば
の
松
の
木

に
か
け
て
休
息
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
ち
な
ん
で
、
江

戸
時
代
に
「
鞍
懸
大
神
」
の
石
碑

が
建
立
さ
れ
、
地
区
内
で
は
「
く

ら
か
け
様
」
と
し
て
崇
敬
さ
れ
、

毎
年
２
月
７
日
に
は
伝
統
行
事
の

「
お
び
し
ゃ
」
と
し
て
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
今
回
、
老
朽
化
に
と
も
な
い
従

来
の
隣
接
地
に
建
立
さ
れ
た
も
の

で
、
事
業
費
は
約
100
万
円
。
台
座

は
白
御
影
石
、
本
体
は
岐
阜
産

で
、
「
鞍
懸
大
神
」
の
文
字
が
中

央
に
刻
ま
れ
、
幅
90
セ
ン
チ
、
厚

さ
40
セ
ン
チ
、
高
さ
120
セ
ン
チ
。

で
、
深
さ
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で

の
地
下
構
造
を
調
べ
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
西
長
田
を
は
じ

め
、
60
箇
所
で
、
バ
イ
ブ
ロ
サ
イ

ス
車
を
使
っ
た
、
反
射
法
地
震
探

査
を
４
日
間
に
わ
た
り
行
い
ま
し

た
。

　
調
査
は
、
北
に
む
け
て
12
月
上

旬
ま
で
続
け
ら
れ
、
来
年
春
に
は

結
果
が
ま
と
ま
る
予
定
で
す
。

　
９
月
に
設
置
さ
れ
た
安
房
地
域

市
町
村
合
併
任
意
協
議
会
の
事
務

局
が
、
館
山
市
役
所
４
号
館
（
旧

市
民
セ
ン
タ
ー
）
に
先
月
１
日
か

ら
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
館
山
市
、
鴨
川
市
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
２
人
ず
つ
、
他
の
９
町
村
か
ら

１
人
ず
つ
職
員
が
事
務
局
に
派
遣

さ
れ
、
13
人
体
制
で
、
合
併
に
向

け
て
の
事
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
事
務
局
で
は
、
各
市
町
村
の
財

政
関
係
な
ど
の
現
況
調
査
や
合
併

に
む
け
て
の
状
況
を
情
報
提
供
す

る
た
め
の
広
報
紙
の
発
行
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
、
２
千
を
超
え

る
事
務
事
業
の
現
況
調
査
、
講
演

会
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
各
市
町
村
で
は
、
法
定
協
議

会
の
設
立
を
め
ざ
し
て
、
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

　
安
房
地
域
市
町
村
合
併
任
意
協

議
会
事
務
局
／
館
山
市
北
条
402

（
館
山
市
役
所
４
号
館
）
殖
22
―

８
９
０
０

合
併
任
意
協
議
会
事
務
局
を
設
置

合
併
に
む
け
て
、各
市
町
村
か
ら
職
員
を
派
遣

市
町
村
合
併
の
動

き
に
併
せ
、
市
で
は

先
月
13
日
と
14
日
の

両
日
、
『
市
町
村
合

併
に
つ
い
て
市
民
の

声
を
聞
く
会
』
を
４

会
場
で
開
催
し
ま
し

た
。
安
房
地
域
に
お

け
る
市
町
村
合
併
に

関
す
る
取
組
経
過
と

現
状
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
市
民
に

報
告
し
、
市
民
か
ら

の
意
見
や
要
望
を
聞

く
た
め
に
、
各
中
学

校
区
単
位
で
開
催
し

た
も
の
で
す
。

４
会
場
で
、
約

200
人
が
参
加
し
、
「
合
併
に
つ
い

て
、
住
民
投
票
を
実
施
す
る
考
え

は
あ
る
の
か
？
次
世
代
の
中
学
生

や
高
校
生
か
ら

も
意
見
を
聞
く

よ
う
に
。
広
範

囲
の
合
併
で
、

行
政
運
営
は
大

丈
夫
か
？
住
民

は
不
便
に
な
ら

な
い
か
？
」
と

い
っ
た
質
問
や

意
見
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
会
の
内

行政運営は大丈夫？情報公開を積極的に

容
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
い

た
だ
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
９
月
30
日
に
庁
舎
４

号
館
（
旧
市
民
セ
ン
タ
ー
）
で
開

催
さ
れ
た
第
２
回
安
房
地
域
市
町

村
合
併
任
意
協
議
会
の
会
議
録
を

公
開
し
て
い
ま
す
。

閲
覧
場
所
／
総
務
課
情
報
公
開

総
合
窓
口

　
問
合
せ
／
合
併
推
進
室
（
殖
22

―
３
１
４
２
）

13日コミュニティセンターでの様子

▲池田勝さん

▼市内の人権擁護委員

▲左から辻田市長、鈴木さん、麻生署長、若月課長

▲西長田で調査するバイブロサイス車

市
内
山
本 

「
く
ら
か
け
様
」を
再
建
　

せら知お

会
議
録
を
公
開
中

４会場で市民の声を聞く会

　館山税務署では、給与を支払う法人

と個人事業者（白色申告者）を対象に

「平成14年分年末調整等説明会」を

開催します。給与事務の担当者は出席

してください。

　日時／11月19日（火）羨午前10時

から正午、腺午後１時30分から午後

３時30分

　場所／コミュニティセンター

　対象／羨館山、長須賀、那古、船

形、北条、正木、八幡、腺羨以外の地

区【都合が悪い場合はどちらに出席し

てもかまいません。また安房郡内で

は、他の日程もあります】

　問合せ／館山税務署法人課税第１部門

源泉所得税担当（殖22―1067）

年末調整等説明会 人
権
に
関
す
る
相
談
は
こ
ち
ら
へ



国
民
年
金
が
老
後
を
支
え
て
い
ま
す

年金種別

老齢基礎年金

老 齢 年 金

障害基礎年金

通算老齢年金

遺族基礎年金

障 害 年 金

老齢福祉年金

寡 婦 年 金

件　数

7,014件

3,009件

   690件

1,135件

   150件

     85件

     75件

     45件

金　　額

47億7,353万7千円

14億6,966万7千円

  6億3,272万4千円

  2億3,745万　  円

  1億1,731万2千円

       7,700万4千円

       2,407万8千円

       2,267万7千円

８９ だん暖たてやま 平成14年11月１日

集特せら知お
　
　
公
的
年
金
は
つ
ぶ
れ
る
こ
と

は
な
い
の
？

　
　
決
し
て
つ
ぶ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
公
的
年
金
は
、
長
期

公的年金・恩給を受給している高齢者世帯の

　　　　公的年金・恩給が総所得に占める割合

的
な
視
点
で
、
末
永
く
安
定
し
た

制
度
と
す
る
た
め
、
国
が
責
任
を

も
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
基
礎

年
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
３
分
の

１
が
国
の
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
従
っ
て
、
社
会
全
体
で

世
代
間
扶
養
を
行
っ
て
い
る
公
的

年
金
制
度
は
、
わ
が
国
の
経
済
社

会
が
存
続
す
る
か
ぎ
り
終
身
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
　
少
子
高
齢
社
会
に
な
っ
て
も

大
丈
夫
な
の
？

　
　
仮
に
公
的
年
金
が
存
在
し
な

い
場
合
の
親
の
扶
養
を
考
え
る

と
、
子
ど
も
が
少
な
く
な
れ
ば
、

当
然
、
親
へ
の
仕
送
り
の
負
担
が

増
え
る
か
、
親
が
仕
送
り
を
少
し

我
慢
す
る
か
親
子
で
調
整
す
る
は

ず
で
す
。
公
的
年
金
も
同
様
に
給

付
水
準
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
将
来
世
代
の
負
担
が

重
く
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
、
国

の
税
金
で
ま
か
な
っ
て
い
る
割
合

を
現
在
の
３
分
の
１
か
ら
２
分
の

１
へ
の
引
き
上
げ
を
図
る
こ
と

や
、
一
定
の
積
立
金
を
保
有
し
、

そ
の
運
用
収
入
を
当
て
る
な
ど
の

配
慮
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
人

が
多
い
と
聞
き
ま
す
が
大
丈
夫
で

す
か
？

　
　
国
民
年
金
は
、
単
独
の
制
度

　
木
更
津
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
人

を
対
象
に
電
話
や
戸
別
訪
問
を
し

て
、
保
険
料
の
納
付
の
案
内
を
し
て

い
ま
す
。
夜
間
や
休
日
に
行
う
場
合

も
あ
り
ま
す
。
訪
問
に
は
「
国
民
年

金
推
進
員
」
が
伺
い
、
身
分
証
明
書

を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
木
更
津
社
会
保
険
事

務
所
（
殖
０
４
３
８
―
22
―
７
６

６
２
）

国
民
年
金
が
老
後
を
支
え
て
い
ま
す

　
平
均
寿
命
が
延
び
、
80
歳
以
上
生
存
で
き
る
人
の
割
合
は
、
男
性

で
約
半
数
、
女
性
で
約
４
分
の
３
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金

は
、
長
い
老
後
生
活
を
支
え
る
終
身
保
障
で
す
。
10
月
、
11
月
を
国

民
年
金
制
度
推
進
月
間
と
し
て
、
国
民
年
金
制
度
の
理
解
と
協
力
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
市
民
課
に
多
く
寄
せ
ら
れ
る
質
問

に
つ
い
て
お
応
え
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
市
民
課
年
金
係
（
殖
22
―
３
４
１
８
）

で
は
な
く
、
厚
生
年
金
や
共
済
年

金
な
ど
の
人
も
加
入
す
る
全
国
民

に
共
通
し
た
制
度
と
し
て
、
基
礎

年
金
と
い
う
基
礎
的
な
年
金
給
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
基
礎
年
金
を
支
え
る
20
歳
か
ら

59
歳
ま
で
の
国
民
全
体
で
考
え
れ

ば
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

人
や
納
め
て
い
な
い
人
は
、
全
体

の
５
％
程
度
で
す
。
こ
の
未
納
者

が
公
的
年
金
の
財
政
を
大
き
く
揺

る
が
し
、
制
度
を
崩
壊
さ
せ
る
と

い
う
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
未
納
者
な
ど
を
減
ら

す
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
　
国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金

制
度
の
仕
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
？

　
　
公
的
年
金
の
仕
組
み
は
、

「
社
会
全
体
が
連
帯
し
、
現
役
世

代
が
自
助
努
力
に
よ
っ
て
納
め
る

保
険
料
で
、
高
齢
者
の
生
活
を
支

え
、
現
役
世
代
が
高
齢
者
に
な
っ

た
と
き
に
は
、
そ
の
と
き
の
現
役

世
代
が
納
め
る
保
険
料
で
支
え

る
」
と
い
う
順
繰
り
の
世
代
間
扶

養
の
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
全
体
で
の
世
代
間
扶
養
の
考

え
方
に
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
老

後
に
向
け
て
の
自
助
努
力
す
る
考

え
方
を
組
み
合
わ
せ
た
仕
組
み

は
、
世
界
の
主
要
国
で
も
例
外
な

く
、
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

公

的

年

金

は

大

丈

夫

！

58.0%

総所得の100％を
　　　占めている

80～100％未満

10.8%

9.9%

60～80％未満

40～60％
　未満

9.4%

20～40％未満

7.7%

20％未満  4.1％

出典：厚生省「平成10年度国民生活基礎調査」

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
を
推
進
す

る
た
め
、
廃
棄
物
処
理
法
が
改
正

さ
れ
、
12
月
１
日
か
ら
家
庭
ご
み

な
ど
の
焼
却
は
、
摂
氏
800
度
以
上

に
保
つ
こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
基

準
を
満
た
し
た
焼
却
炉
で
な
け
れ

ば
、
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
改
正
で
、
ほ
と
ん
ど
の
家

庭
用
焼
却
炉
な
ど
は
、
使
用
で
き

カ
レ
ン
ダ
ー
を
参
考
に
分
別
し

て
、
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
15
、
16
年
度
の
入
札
参
加

資
格
申
請
の
受
付
を
は
じ
め
ま
す
。

　
市
が
発
注
す
る
事
務
用
品
や
材

料
な
ど
の
物
品
を
納
入
し
た
り
、

建
設
工
事
を
受
注
す
る
に
は
、
入

札
参
加
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が

前
提
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
２

年
に
一
度
の
入
札
参
加
申
請
で
、

市
か
ら
の
受
注
を
希
望
す
る
業
者

は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
有
効

期
間
は
15
、
16
年
度
の
２
年
間
で

す
。

　
申
請
書
作
成
要
領
は
、
市
財
政

課
契
約
係
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
期
間
／
12
月
２
日
（
月
）

か
ら
平
成
15
年
１
月
31
日
（
金
）

ま
で

　
申
請
業
種
／
羨
建
設
工
事
、
腺

測
量
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
、
舛
物
品
供
給

　
問
合
せ
／
財
政
課
契
約
係
（
殖

22
―
３
２
９
６
）

　
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

農
用
地
除
外
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。
農
用
地
除
外
の
申
請
に
は
、

羨
土
地
案
内
図
、
腺
公
図
の
写

し
、
舛
土
地
登
記
簿
謄
本
、
船
施

設
の
配
置
図
・
平
面
図
、
薦
排
水

の
経
路
図
、
詮
農
家
組
合
長
・
隣

接
農
地
所
有
者
の
同
意
書
な
ど
の

書
類
が
必
要
で
す
。
申
請
書
や
同

意
書
は
、
農
水
産
課
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w

w
.city

.ta
te

y
a
m

a
.ch

ib
a

.jp
/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

　
市
で
は
、
農
用
地
除
外
申
請
を

随
時
受
付
し
、
年
２
回
程
度
県
の

審
査
会
に
申
請
し
ま
す
。
今
回
の

申
請
は
11
月
29
日
（
金
）
で
す
。

許
可
が
出
る
ま
で
に
お
お
よ
そ
半

年
か
ら
１
年
程
度
か
か
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
農
水
産
課
農
政
係

（
殖
22
―
３
３
９
６
）

　今月は「動物による危害防止対策月間」です。

犬、猫のふんの始末や、犬の放し飼いなど飼い主

のマナーと動物愛護を呼びかけています。

　動物は責任をもって終生飼い、犬や猫がみだ

りに繁殖しないように、不妊・去勢手術の措置

に努めてください。

　問合せ／環境保全課（殖22―3352）

飼い主はマナーを守って

昨年度の館山市の

国民年金受給状況は、

表のとおりです。

な
く
な
り
ま
す
。

　

家

庭

ご

み

は
、
環
境
美
化

　
問
合
せ
／
【
焼
却
炉
の
基
準
に

つ
い
て
】
県
一
般
廃
棄
物
課
（
殖

043
―
223
―
２
７
５
８
）、【
ご
み
の

出
し
方
に
つ
い
て
】
市
環
境
保
全

課
（
殖
22
―
３
３
５
４
）

　介護保険料は、64歳までは加入している健康保険と

併せて納めていただきますが、65歳からは、加入して

いる健康保険とは別に納めていただくことになりま

す。通常、年金受給者は年金から介護保険料を天引き

また、次のような場合も年金から天引きになりませんので、市から送られた納付書で納めてください。

○受給している年金が、老齢福祉年金、遺族年金、障害年金、恩給年金のみの人

○老齢（退職）年金が年額18万円未満の人

○年金受給の手続きの遅れ、支給停止、現況届が未提出の場合

○介護保険料が所得更正などで変更された場合

※納付には口座振替が便利で確実です。

　問合せ／市税務課市民税係（殖22―3262）

65歳になると介護保険料の納付方法が変わります

昭和11年２月中旬～

昭和12年２月中旬生まれの人

平成14年９月までは納付書で納付

平成14年10月から年金天引き

昭和12年２月中旬以降生まれの人
平成15年９月まで納付書で納付

平成15年10月から年金天引き

しますが、４月分の年金を受給していることが天引き

の条件となりますので、65歳になって、すぐには年金

から天引きとはなりません。このため下記のとおり、

一定期間は、市から郵送する納付書で納めてください。

※年金からの天引きは、年金の支払者

（社会保険庁など）と市で処理を行い

ます。ご自身での手続きは不要です。

ＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡ

来
月
か
ら
家
庭
用
焼
却
炉
に
も
規
制

農
用
地
除
外
申
請
を
受
付

入
札
参
加
資
格
申
請
は
じ
ま
る



　
女
性
は
、
思
春
期
か
ら
出
産
可

能
期
、
更
年
期
、
閉
経
後
の
高
齢

期
に
い
た
る
各
年
代
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
健
康
上
の
問
題
が
現
れ
て
き

ま
す
。
女
性
が
生
涯
を
通
じ
て
健

康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
安
房
保

健
所
で
は
、
女
性
医
師
に
よ
る

「
女
性
の
た
め
の
健
康
相
談
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
日
／
11
月
22
日
、
12
月
６

日
、
平
成
15
年
１
月
24
日
、
２
月

28
日
、
３
月
28
日
い
ず
れ
も
金
曜

日
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３

時
30
分
　
【
予
約
制
、
相
談
時
間

は
一
人
30
分
程
度
】
※
問
診
票
の

記
入
が
あ
る
の
で
、
予
約
時
間
の

20
分
前
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
場
所
／
安
房
保
健
所

　
問
合
せ
・
予
約
／
安
房
保
健
所

地
域
指
導
課
（
殖
22
―
４
５
１
１
）

　
11
月
17
日
（
日
）
に
図
書
館
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
市
図
書
館
（
殖
22
―

０
７
０
１
）

　
資
料
展
子
ど
も
に
薦
め
る
児
童

資
料
／
小
学
校
中
学
年
か
ら
中
学

10平成14年11月１日

　
任
期
満
了
に
伴
う

館
山
市
長
選
挙
が
11

月
24
日
（
日
）
に
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
場
券
を
今
月
中
旬

に
郵
送
し
ま
す
。
投

票
は
午
前
７
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
。

　
開
票
は
午
後
９
時
か
ら
第
三
中

学
校
体
育
館
で
行
い
、
傍
聴
も
で

き
ま
す
が
、
傍
聴
席
、
暖
房
施
設

が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
校
内
に
は
駐
車
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
市
役
所
か
４
号
館
（
旧
市

11
月
24
日
に
市
長
選
挙

民
セ
ン
タ
ー
）
に
駐
車
し
て
く
だ

さ
い
。

　
不
在
者
投
票
は
、
11
月
17
日

（
日
）
か
ら
23
日
（
土
）
の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
、
市

役
所
本
館
２
階
、
選
挙
管
理
委
員

会
で
行
い
ま
す
。
印
鑑
、
入
場
券

は
不
要
で
す
。

　
問
合
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会

（
殖
22
―
３
５
２
３
）

女
性
の
た
め
の

　
　
　健 

康 

相 

談

　市では、海洋深層水の利活用について、今年度内に、

利用構想を策定すべく、現在、アンケート調査を実施し

ています。

より多くのご意見を構想に反映するため、アンケート

に答えていただける個人、事業者などを募集していま

す。

　応募方法／電話で、アンケート票を請求

　回答期限／返信用封筒で、11月20日（水）まで

　問合せ・申込み／農水産課漁政係（殖22―3396）

海洋深層水のアンケート実施中

　
５
回
目
を
迎
え
た
「
南

房
総
の
第
九
演
奏
会
」
。

今
回
は
県
内
唯
一
の
プ
ロ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
ニ
ュ
ー

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
千
葉
」
を
迎

え
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で

選
ば
れ
た
４
人
の
ソ
リ
ス

ト
と
、
150
人
の
団
員
で
、

第
九
を
合
唱
し
ま
す
。

　
合
唱
団
は
、
７
月
か
ら

週
に
一
度
、
約
20
回
の
練
習
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　
日
時
／
12
月
８
日
（
日
）
午
後

２
時
開
演

　
場
所
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

　
曲
目
／
バ
レ
エ
音
楽
「
プ
ロ
メ

テ
ウ
ス
の
創
造
物
」
序
曲
（
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
）
、
交
響
曲
第
９
番

ニ
短
調
「
合
唱
付
き
」
作
品
125

（
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
）

お

ざ

き

　
出
演
／
小
崎
雅
弘
（
指
揮
）、
徳

武
雪
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
立
川
か
ず

さ
（
ア
ル
ト
）
、
太
田
実
（
テ
ノ
ー

ル
）
、
大
元
和
憲
（
バ
リ
ト
ン
）
、

南
房
総
第
九
合
唱
団
（
合
唱
）

　
料
金
／
２
千
円
（
全
席
自
由
）

　
問
合
せ
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

（
殖
22
―
１
８
１
１
）

せら知お

生
向
け
の
児
童
読
み
物
を
紹
介
、

展
示
し
ま
す
。
17
日
以
降
も
し
ば

ら
く
展
示
し
ま
す
。

　
時
間
／
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

　
場
所
／
図
書
館
ロ
ビ
ー

　
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
／
市
民
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
本
で
、
リ
サ
イ
ク
ル

市
を
行
い
ま
す
。
気
に
入
っ
た
本

は
、
無
料
で
譲
り
ま
す
。

　
時
間
／
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

　
子
ど
も
お
は
な
し
会
／
親
子
で

楽
し
め
る
内
容
で
す
。

　
内
容
／
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
大

き
く
な
っ
た
ら
」
、
語
り
「
う
ま

か
た
や
ま
ん
ば
」
、
エ
プ
ロ
ン
シ

ア
タ
ー
な
ど

　
時
間
／
午
後
２
時
か
ら

　
場
所
／
図
書
館
集
会
室

　
場
所
／
図
書
館
ロ

ビ
ー
、
図
書
館
前
駐
車
場

い
い
本
あ
る
あ
る 

 

図
書
館
ま
つ
り

南
房
総
の
第
九
２
０
０
２
演
奏
会

11 だん暖たてやま

集募

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
視

覚
障
害
者
を
対
象
と
し
た
朗
読
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

　
日
時
／
11
月
26
日
（
火
）、
27
日

（
水
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

　
場
所
／
市
役
所
４
号
館
（
旧
市

民
セ
ン
タ
ー
）

　
定
員
／
15
人

　
講
師
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
麦
の
会
」
代
表
者
浦
上
恵
美

　
締
切
／
11
月
20
日
（
水
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
殖
23
―
５
０
６
８
）

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
南
房
総
Ｉ
Ｔ
推
進
協
議

会
で
は
、
こ
の
５
月
か
ら
パ
ソ
コ

ン
の
駆
け
込
み
寺
と
し
て
、
「
た

て
や
ま
Ｉ
Ｔ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
」
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
寄

せ
ら
れ
た
質
問
や
要
望
を
ふ
ま
え

コース

インターネット

ワープロ基礎

表計算基礎

日　　程

11/24・30・12/1

11/19・21・26

11/28・12/3・5

時　間

10:00～12:00

18:30～20:30

18:30～20:30

場　所

中央公民館

ぱれっとABC

ぱれっとABC

受講料

4,000円

6,000円

6,000円

※受講料にはテキスト代を含んでいます。インターネットコースを受講する場合、

　昨年のＩＴ講習会のテキストを持っている人は3,000円。

※パソコンの入力は、ローマ字で統一します。

※複数の受講も可能です。

て
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
程
・
コ
ー
ス
／
表
の
と
お
り

　
対
象
／
18
歳
以
上
の
人
で
文
字

入
力
が
で
き
る
人
。
（
市
外
の
人

も
受
講
可
能
）

　
定
員
／
各
10
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

　
申
込
方
法
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
希

望
講
座
名
（
複
数
の
受
講
も
可

能
）
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し

て
、
申
込
み
先
ま
で
。
（
返
信
用

に
は
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

　
締
切
／
11
月
11
日
（
月
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
〒
294
―
０

０
４
５
　
館
山
市
北
条
２
３
９
５

（
有
）
安
房
ネ
ッ
ト
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
南

房
総
Ｉ
Ｔ
推
進
協
議
会
事
務
局

（
殖
20
―
１
３
８
３
）E

―m
a
il

　in
fo

@
it.a

w
a
.jp

　
赤
十
字
で
は
、
大
規
模
災
害
時

に
住
民
の
協
力
を
得
て
、
被
災
者

の
救
援
活
動
を
行
い
ま
す
。
い
ざ

と
い
う
と
き
に
備
え
て
、
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
リ
ウ
マ
チ
医
療
は
め
ざ
ま
し
い

進
歩
を
遂
げ
、
難
病
か
ら
普
通
の

病
気
に
な
る
日
も
近
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
で

は
、
現
在
の
リ
ウ
マ
チ
医
療
に
つ

い
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
／
11
月
24
日
（
日
）
午
前

10
時
か
ら
午
後
３
時

　
場
所
／
雁
月
庵
（
城
山
公
園
）

　
費
用
／
１
服
300
円

　
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
文
化
係

（
殖
22
―
３
６
９
８
）

月
　
釜

　
日
時
／
11
月
17
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

　
場
所
／
赤
十
字
会
館
（
千
葉
市

中
央
区
）

　
日
時
／
11
月
30
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

　
場
所
／
成
田
赤
十
字
病
院
（
成

田
市
飯
田
町
）

　
内
容
／
各
会
場
と
も
に
赤
十
字

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
目
的
と
活

動
、
誰
に
で
も
で
き
る
応
急
手
当

の
知
識

　
定
員
／
各
会
場
と
も
100
人
（
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　
参
加
料
／
無
料

　
申
込
方
法
／
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
希
望
受
講
日
を

記
入
し
て
申
込
み
先
ま
で

　
締
切
／
11
月
12
日
（
火
）
必
着

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
〒
260
―
８

５
０
９
　
千
葉
市
中
央
区
千
葉
港

４
―
１
　
日
本
赤
十
字
社
千
葉
県

支
部
　
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明

会
係
（
殖
043
―
241
―
７
５
３
１
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
043
―
248
―
６
８
１
２
）

　
来
年
１
月
12
日
（
日
）
に
開
催

す
る
成
人
式
で
、
受
付
や
撮
影
な

ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け

る
人
や
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま

す
。
希
望
者
は
、
今
月
末
日
ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
・
連
絡
先
／
中
央
公
民

館
（
殖
23
―
３
１
１
１
）

成
人
式
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
日
時
／
11
月
７
日
（
木
）
午
後

１
時
か
ら
午
後
４
時
30
分

　
場
所
／
鴨
川
市
総
合
保
健
福
祉

会
館
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
講
師
／
亀
田
総
合
病
院
膠
原
病

内
科
　
本
島
新
司
氏

　
参
加
費
／
無
料

　
問
合
せ
／
リ
ウ
マ
チ
友
の
会

礒
辺
（
殖
23
―
１
１
８
３
）

市
民
に
よ
る 

市
民
の
た
め
の 

Ｉ
Ｔ
講
習
会

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

赤
十
字
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

リ
ウ
マ
チ
医
療
講
演
会

 ▼ＩＴ講習会の日程・コース


